
① ゲノムデータベース情報の利用が促進されることで多彩な品種開発が進み、ダイコン臭、辛味、色等の
自在なコントロールが可能になることで、加工業界（飲料等の分野）のニーズへの対応が期待できる。

② 機能性成分含量が変化した品種開発等により国民の健康生活の向上に貢献する。また、多くの地方在
来品種の特徴や遺伝的な多様性情報を加えた食育、郷土史教育への展開も期待される。

ダイコン品種間SNP情報の高度化と難対策特性遺伝子座同定および育種利用

〔研究タイプ〕
産学機関結集型 Bタイプ
〔研究期間〕
平成２９年～令和元年（３年間）
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農業－野菜

① 桜島ダイコンの全ゲノム領域の85％（504.5 Mb）を超える塩基配列を決定した。従来のカバー率を超え、

ダイコンの遺伝子をほぼ全て内包する連続性や網羅性が飛躍的に改善されたゲノム情報を整備した。

② 500以上の品種・系統についてのSNP情報をゲノム網羅的（約53,000座）に明らかにした（従来の５倍以

上の情報量）。

③ 本成果のゲノム情報を搭載してコンテンツを高度化し、表示システム、検索システム等において利便性

を高めたデータベースを構築した。

④ 黒斑細菌病抵抗性、高温障害耐性、抽苔早晩性、一莢種子数に関する約200品種の形質情報を蓄積

し、それぞれに関連性のある候補SNP座を同定した。
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東北大学大学院農学研究科、農研機構野菜花き研究部門
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〔研究総括者〕
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１ 研究の目的・終了時の達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 今後の展開方向

４ 開発した技術・成果の実用化により見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

キーワード ダイコン、ゲノム、一塩基多型(SNP)、難対策特性、データベース

① 構築したゲノムデータベースに、さらにコアコレクション情報、調査した形質や選抜マーカー情報等を搭
載し、データベースの継続的な高度化と利用促進を図る。

② 黒斑細菌病抵抗性、高温障害耐性、抽苔早晩性、一莢種子数に関連する候補SNPの実用化に向けた

【今後の開発・普及目標】
① 随時（2020年度〜）、搭載情報を高度化することと併行し、利用促進に向けてワークショップ開催など

ゲノム情報活用の支援を進めていく。
② 5年後（2024年度）は、各特性選抜マーカーを利用した品種のリリースを開始する。
③ 最終的には、和食素材として多彩な品種開発につなげるために、育種従事者への情報の利用拡大を

図る。
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日本の作付け面積上位に位置するダイコンは一年を通して需要があり、和食に欠かせない食材である。そ

のため、生産・品質の安定化は重要な課題である。そこで、これらを目標とする品種開発の効率を向上させる

ために、整備が遅れていたダイコンゲノム情報の高度化を目指す。また重要課題のうち、黒斑細菌病抵抗性

などの４つの特性について、これらに関連するSNP（一塩基多型）の同定、およびその選抜マーカーの開発を

目標とする。さらに、ゲノム情報等を搭載し、育種従事者や研究者に利便性のあるデータベースを構築する。

検証を進め、高品質・安定生産品種の育成への活用を図る。
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① 高品質ゲノム塩基配列情報
（ゲノム85%をカバー） 黒斑細菌病抵抗性
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約200品種の形
質調査

③ 利用促進データベースの構築

（ゲノム情報に関するコンテンツの高度化、

操作等の利便性）

ダイコンゲノム 情報の発信 高品質、安定生産品種
開発

品種開発、育種技術開発等にかかるコスト
の大幅な削減、省力化、開発時間の短縮

① ゲノムデータベース情報の利用が促進されることで多彩な品種開発
が進み、ダイコン臭、辛味、色等の自在なコントロールが可能になることで、
加工業界（飲料等の分野）のニーズへの対応が期待できる。

② 機能性成分含量が変化した品種開発等により国民の健康生活の向上に貢献する。また、多くの地
方在来品種の特徴や遺伝的な多様性情報を加えた食育、郷土史教育への展開も期待される。

① 随時（2020年度〜）、搭載情報を高度化することと併行し、利用促進
に向けてワークショップ開催などゲノム情報活用の支援を進めていく。

② 5年後（2024年度）は、各特性選抜マーカーを利用した品種のリリース
を開始する。

（29010B）ダイコン品種間SNP情報の高度化と難対策特性遺伝子座同定
および育種利用

ゲノム情報を高度化し、４つの難対策特性の課題について関連するSNP座の同定、
選抜マーカーの開発、ゲノム情報等を搭載した利便性の高いデータベースを構築

④ 約200品種・系統の形質データ、関連
する候補SNP座検出、DNAマーカー化

② 約500品種・系統のゲノム網羅的
SNP検出

約500品種SNP調査


